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　本学では、就職説明会、就職講座など様々なサポートを行っています。

　なお、三重県の保健・医療への貢献をめざす本学は、今後も県内医療機関や行政機関の皆さま等と連携しながら学生

の就職を支援していきますので、皆さまのご支援、ご協力をよろしくお願いします。

今春卒業生の進路・資格取得状況今春卒業生の進路・資格取得状況

　今春の卒業生の進路、国家試験の結果についてお知らせします。
　また、本学の就職支援体制などについて、中西学生委員長に聞きました。

卒業生の進路・資格取得状況についてお知らせします

卒業生の進路  ～ 県内に57名（58.2％）の卒業生が就職 ～1

　令和元年度国家試験は、２月13日（木）に助産師、２月14日

（金）に保健師、２月16日（日）に看護師の試験がそれぞれ行

われ、３月19日（木）に合否が発表されました。

　国家試験合格に向け本学では様々な学習サポートを

行っています。

　今年度は、３年時に低学年模試、４年時に看護師模擬試験４回、保健師模擬試験３回、助産師模擬試験２回、さらに外部

講師による補講を９月と10月に計画しています。さらに後期には本学教員による国家試験対策の授業を開講予定です。

　学生の「国家試験対策委員」も活躍しており、学生・教員が一丸となって全員の合格をめざしています。

資格取得状況2

県内就職57名 県外就職41名

県内就職率 58.2％

県内就職先

主な県外就職先

●三重県立総合医療センター　●伊勢赤十字病院
●済生会松阪総合病院　　　　●三重大学医学部附属病院
●三重病院　　　　　　　　　●三重中央医療センター
●松阪市民病院　　　　　　　●亀山市立医療センター
●鈴鹿中央総合病院　　　　　●桑名市総合医療センター
●市立四日市病院　　　　　　●総合診療センターひなが
●三重県立こころの医療センター　 ●鈴鹿回生病院
●伊賀市立上野総合市民病院　●玉城町国民健康保険玉城病院
●三重県　　　　　　　　　　●津市　　　　　　　
●四日市市　　　　　　　　　●松阪市　　　　　　　　　
●多気町

●藤田医科大学病院　　　　　●安城厚生病院
●愛知医科大学病院　　　　　●愛知県
●トヨタ記念病院　　　　　　●大阪警察病院

卒業生103名の内訳

103名受験者数 102名 11名

100名合格者数 95名 10名

97.1％合格率 93.1％ 90.9％

看護師 保健師 助産師

その他3名
他業種1名

進学2名

看護師
77名

保健師
10名

助産師
10名

卒業生
103名
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中西学生委員長に聞く3

「就職・進学に関する
　　　　　　調査からみえたすがた」

　今回の調査により、学生が就職活動を始めた時期や、就職先を決めるきっ

かけを知ることができました。

　主に３年生の春休みに就職活動を開始する学生が思っていたより多く、約７

割の学生が病院のインターンシップへ参加していることが分かりました。また、

就職先を決めるきっかけとして「実習での経験」と答える学生が多いことから、

病院の雰囲気や特徴を知ることが就職先の決め手になっていることが分かり

ます。このほか、「教育サポートの充実」や「人間関係」を重視する学生が多く

みられました。

　また、病院独自の奨学金を利用する学生が４割近くおり、そうした意味で就職先が早期に内定している学生

がいることは、看護大学ならではの特徴だと考えています。

卒業を間近に控えた４年生を対象とした「就職・進学に関する調査」を
２月に実施されたそうですが、どのような結果になりましたか？

Q

A

　本学の特徴は、チューター支援制度です。就職活動についても、チューター教員が中心となって就職について

の相談や履歴書の添削、面接の練習などを行うとともに、　「看護師」としてだけではなく、「社会人」として成長

できるよう支援しています。

　また、過去の卒業生が各病院の試験状況などをつづった冊子を学生ホールに設置し、学生がいつでも閲覧できる

ようにしています。求人票ではわからない、先輩たちの生の声を知ることができることが大きな特徴だと考えて

います。

学生への就職支援における本学の特徴はなんですか？Q

A

　今年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、当初５月に実施を予定していた「ようこそ先輩・就職

説明会」が中止になりました。

　こうしたことが学生にとって不利益とならないよう、学生委員会としても情報の提供や学生へのサポートを

積極的に行っていきます。

今年度の展望をお聞かせください。Q

A

星野郁子地域連携特任教授が表彰されました
　令和２年２月、星野郁子地域連携特任教授が、令和元年度公衆衛生事業功労者厚

生労働大臣表彰を受賞されました。

　この表彰は、多年にわたり公衆衛生のために献身的活動を続け、その功績が特に

顕著である個人または団体を表彰するものです。

　星野地域連携特任教授は、保健所での精神保健のボランティアの養成等、地域の精神

保健福祉活動の推進に尽力するとともに、水害発生時における被災者への健康支援

活動、鳥インフルエンザや麻疹発生時の健康危機管理対応に努められました。

星野郁子地域連携特任教授からひと言
　今回、表彰をいただきましたことを、とても光栄に思います。保健師としての活動

を振り返ると、やりがいのある良い仕事に従事できたと思います。いずれの活動も

一人でできる事ではありませんでした。よき先輩やよき同僚に恵まれたおかげと

心から感謝申し上げます。

中西貴美子学生委員長

星野郁子地域連携特任教授
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菱沼学長緊急インタビュー 「何ができるのかを考え、乗り越えていきましょう」

新型コロナウイルス感染症への本学の対策新型コロナウイルス感染症への本学の対策

　本学には主に二つのミッションがあると考えています。

　一つ目は、学生への継続的な学習支援、そして二つ目は県立大学としての

使命です。

　本学では４月７日（火）から学生の出校を停止し、自宅での学習に切り替

えました。遠隔授業や課題の設定はもとより、学生へのメンタルヘルスの

サポートの一環として、チューター教員が学生に連絡をとりながら、学習

に対する不安や健康面などの相談を受け付けるなど、学習の継続支援を

行っています。

　また、県民の皆さんに対しては、新型コロナウイルス感染症の影響による

生活の変調などでストレスを持つ方を対象に、電話相談窓口を地域交流セン

ターに開設しています。保健師や助産師の資格を持つ教員が県民の皆さんの

不安や悩みをお聴きし、支援しています。

　新型コロナウイルス感染症は、健康上の危機だけではなく、経済・生活の危機など、社会の様々な問題を浮き彫りに

しています。

　しかしマイナスの影響だけではなく、新しいことにチャレンジする機会でもあります。感染症に対する正しい

認識とともに、今までの体制や役割などをもう一度見直すことにより、県立の看護大学としての使命を果たして

いきたいと思います。

新型コロナウイルス感染症について学長のお考えを教えてください。Q1

　新型コロナウイルス感染症は、私たちが「感染症」について学ぶ大切な機会となりました。看護職は正しい知識を

持ち、そしてそれを伝える役割を担います。そのために今何ができるのかを考え、学生そして教職員一同で、乗り越

えていきましょう。

学生へのメッセージQ2

新型コロナウイルス感染症に対する対応状況

　本学は、新型コロナウイルス感染症に係る国の緊急事態宣言、三重県の緊急事態措置等をふまえ、学内のリスク
管理委員会等で検討のうえ、次の対策を講じました。

［教育に関して］入学式（４月２日）は規模を縮小して実施しました。４月６日のオリエンテーションの後、４月７日から５月
末まで学生の出校を停止し、遠隔授業（オンライン授業や動画配信、課題設定等）による自宅学習を進めました。

　５月14日に国の緊急事態宣言の一部解除等をふまえ、出校停止の解除、６月１日からの分散登校を経て対面授業の実施

を判断しました。

　認定看護師教育課程「認知症看護」も遠隔授業の準備を進めています。

　また、卒業式が中止となった令和元年度卒業生の支援のため、教職員メッセージ動画を作成中です。

［学生支援に関して］日本学生支援機構の奨学金、授業料等減免等の制度を学生オリエンテーションで説明するとともに、
メールで案内しています。また「みかん大修学支援基金」を活用し、本学独自の支援を実施します。

［教育・学習環境の整備に関して］学生の情報・通信環境の現状について、全学生対象に調査のうえ、遠隔授業実施のガイドライン
を作成しました。

　今後、感染症拡大の第二波、第三波に備え、遠隔授業及びテレワーク等に対する基盤整備を充実させていきます。

［入試関連に関して］令和２年度一般入試（前期・後期）は、手指消毒の徹底と面接時のマスク着用許可等を行いました。
　今後、入試関連行事の開催方法等を工夫し、優秀な学生の確保に努めます。

（令和２年５月16日現在）

（令和２年５月14日取材）

インタビューに答える菱沼典子学長
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大学の出来事大学の出来事
大学の出来事

　３月15日（日）に予定されていた、令和元年度看護学部卒業式・大学院後期修了式は、

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、関係する皆さまの健康面、安全面

を考慮し、感染リスクを回避するため、開催を中止しました。

　卒業式予定日には数名の学生が本学を訪れ、卒業を祝う看板の前で写真を撮る姿

が見られました。

　卒業生・修了生の皆さんが、本学で学んだことを活かし、次のステージで大いに

ご活躍されることを、教職員一同願っています。

令和元年度看護学部卒業式・大学院後期修了式の中止令和元年度看護学部卒業式・大学院後期修了式の中止 ３月15日（
日）

　３月19日（木）、令和元年度地域交流センター活動報告会を開催しました。本学教員が

それぞれの専門性を活かして実施する地域貢献事業や県からの受託事業などについて

の発表のほか、受託事業の委託元である県の担当者から講評をいただきました。

　今後も県内唯一の公立大学として、地域への貢献を果たすため、様々な事業を

行っていきます。

令和元年度地域交流センター報告会令和元年度地域交流センター報告会

　４月２日（木）、令和２年度本学看護学部新入生103名、大学院看護学研究科新

入生14名の入学式を開催しました。今年度は保護者の参列をご遠慮いただき、会場

への入場時には手指消毒を必ず行い、席間隔を大幅に広げ、式次第を縮小するなど

異例づくしの式典となりました。

　今後、新入生の充実した大学生活を、教職員一同でサポートしていきます。

令和２年度看護学部・大学院入学式

　令和２年度認定看護師教育課程「認知症看護」は、新型コロナウイルス感染症防

止対策として、５月15日（金）に予定されていた入学式を中止しました。５月16日

（土）から30名の研修生が遠隔授業による自宅学習を進めています。研修生は10か月

間の講義、実習で、認知症分野における看護実践に必要な知識や技術を身につけ、

令和３年２月の修了をめざします。

※認定看護師　特定の看護分野における熟練した看護技術及び知識を用いて水準の高い看護実践
　　　　　　　のできる看護師で、日本看護協会の認定を受けた看護師。

令和２年度認定看護師 教育課程「認知症看護」の開講　
※※

３月19日（
木）

４月２日（
木）

５月15日（
金）

３月15日（
日）

３月19日（
木）

４月２日（
木）

５月15日（
金）

令和２年度看護学部・大学院入学式

６／６（土）　夢緑祭（中止）
６／６（土）　後援会第１回理事会・総会（中止）（保護者の方に別途資料を送付予定）
６／２７（土）　第１回公開講座（中止）
９／５（土）　教育懇談会（中止）

なお、「高校生のための看護職キャリアデザイン講座一日みかんだい生」については８月８日（土）に変更のうえ
高校３年生に対象を絞ってWEB上で開催いたします。
また、みかんだいオープンキャンパスにつきましても、WEB上で開催いたします。

＜主な学内行事の中止等＞

令和２年度認定看護師 教育課程「認知症看護」の開講　
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お知らせお知らせ
みかんだいWEBオープンキャンパス 2020

高校生のための看護職キャリアデザイン講座　一日みかんだい生

令和２年度 年度計画を策定しました

　夏に開催を予定していたオープンキャンパスについて、今年度は

新型コロナウイルス感染症の影響により、例年行っている来学型で

の開催を見合わせることとしています。

　しかし、「看護職に興味がある」「大学について知りたい」という

皆さまに、「三看大（みかんだい）」を知ってもらえるよう、新しいかたち

でのオープンキャンパスを現在検討中です。自宅にいながら、入試や

進路について相談できるWEB相談なども検討しています。

　詳細が決定しましたら、みかんだいＬＩＮＥ公式アカウントや

本学ホームページでお知らせしますので、ぜひチェックしてくだ

さいね！

　本学は、令和２年３月に令和２年度の年度計画を策定しました。第２期中期計画（平成27年度～令和２年度）の最終

年度にあたる今年度計画の冒頭に掲げる「基本的な考え方」は次の３点です。

　　1 ．質の高い教育・研究の実践
　　2 ．地域貢献、地域連携の推進
　　3 ．適切で効率的かつ透明性の高い組織運営
　今後もこれらを念頭に、年度計画、第２期中期計画に掲げた目標の達成をめざし、さらによりよい大学づくり

を進めます。

●電話：059-233-5728（平日9時～16時）　●FAX：059-233-5666　●E-Mail：oc@mcn.ac.jp

●電話：059-233-5669（平日9時～16時）　●FAX：059-233-5666　●E-Mail：kcd@mcn.ac.jp

　看護職をめざす高校生の皆さんが、自身の適性や将来のキャリア形成

について見つめなおすための講座です。

　看護職への理解を深め、ご自身で「看護職をめざそう」という強い意志

を持って、看護の道に進んでほしいと思っています。プログラムについ

ては、新型コロナウイルス感染症対策のため、８月８日（土）に日程を変

更のうえ、WEB開催（高校３年生限定）とします。

　詳細は、みかんだいＬＩＮＥ公式アカウントや本学ホームページで

お知らせしますので、ぜひチェックしてくださいね！

開催日時：令和2年 8月 8日（土）
　　　　  13：00～16：00（予定）
実施方法：WEB上にて実施
対　　象：将来、看護職をめざしている高校生



6MCN REPORT Vol. 43（2020. 5）

連携協力協定病院紹介連携協力協定病院紹介
連携協力協定病院のご紹介 ～市立伊勢総合病院～

連携協力協定病院一覧

　市立伊勢総合病院は伊勢朝熊山を一望し、倉田山の美しい緑に囲まれた

環境の中に昨年度、新病院を開院しました。新病院の機能としては急性期

医療･救急医療を担うとともに、医療需要予測のもと、地域に不足している

回復期リハビリテーション病床・地域包括ケア病床とホスピス病床を充実

させています。当地区で将来的に不足すると予測される機能を確保し、市民

病院の重要な役割となる「切れ目のない医療」の提供を職員一同が一丸と
なり取り組んでいます。

　看護部の目標は「患者の気持ちに寄り添う看護を提供します」と掲げてい
ます。住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるように、患者さんやご家族の声に耳を傾け、気持ちに寄り添い、

それぞれのニーズに合った看護の提供をめざしています。人材を育成する教育システムは、キャリアラダーに沿って段階に

応じて計画されており、一人ひとりに合った教育を受けることができます。臨床に必要な知識や技術を中心に、手厚く指導

することでキャリア形成を支援し、看護専門職として自立した看護師の育成に取り組んでいます。

　三重県立看護大学には連携協力協定病院として教育・研究指導、講演などにより当院職員の育成にも携わっていただいてい

ます。今後も連携協力を大切にし、より質の高い看護師の教育と育成に取り組んでいきたいと思います。

（看護部長　木野下　秀親）

市立伊勢総合病院

県内11病院 ● 地方独立行政法人
　 三重県立総合医療センター

● 三重県厚生農業協同組合連合会
　 鈴鹿中央総合病院

● 社会医療法人畿内会 岡波総合病院

● 独立行政法人国立病院機構 三重病院

● 松阪市民病院

● 市立伊勢総合病院

（令和２年５月末日現在）

● 日本赤十字社 伊勢赤十字病院

● 社会福祉法人恩賜財団
　 済生会松阪総合病院
● 三重県厚生農業協同組合連合会
　 松阪中央総合病院● 三重県立こころの医療センター

● 三重県立一志病院

四日市市

鈴鹿市

津市

伊勢市

四日市市

鈴鹿市
伊賀市伊賀市

津市

松阪市松阪市 伊勢市

めざすのは、患者さん一人ひとり
の気持ちに寄り添った看護です。

新採用者研修

病 院 情 報

市立伊勢総合病院〔平成17年11月１日開設〕

病 床 数：

診療科目：

職 員 数：

一般病床180床、地域包括ケア病床60床、回復期リハビリ
テーション病床40床、ホスピス病床20床　合計：300床
21科　内科、脳神経内科、整形外科、小児科、皮膚科、眼科、
精神科、歯科口腔外科、循環器内科、外科、消化器外科、呼吸
器外科、形成外科、婦人科、泌尿器科、耳鼻咽喉科、脳神経外科、
放射線科、麻酔科、リハビリテーション科、ホスピス科
599人 （うち看護師284人） （令和２年５月１日現在）



　本学では、平成29年の開学20周年を契機に学生の

修学支援に活用するための基金を創設しました。

　この基金は、「みかん大進学支援給付金」の財源
として、三重県の保健・医療に貢献する意欲があり、

本学への進学の目的及び意志が明確であるにも

かかわらず、経済的理由により進学が困難な人へ

の入学時の給付金に充てられます。

　基金創設の際には、同窓会や後援会等の多くの

皆さまからご厚志を賜ったところですが、継続的

に安定した学生への支援を可能とするため、引き

続き、皆さまの格別のご協力とご支援をお願い申

し上げます。

◆令和２年５月末現在の状況
　寄附総額　6,331,000円
　寄附者数　個人　　　  53人
　　　　　　法人・組織　12団体

◆令和２年５月末現在の状況
　～ありがとうございました～ 

　修学支援基金に寄附いただいた方々 （令和元年

　度領収分のうち、公表をご了解いただいた方のみ

　掲載。寄附領収順） 

　個人：田中　千裕 様　　松井　美貴 様 

■お知らせ■
　本寄附金は、総務大臣及び文部科学大臣の承認を

得て、所得税の税額控除の対象となりました。詳細

は事務局までお問い合わせください。（平成31年１月

～令和５年12月寄附分）

さらなる発展と人材育成の充実に向けて

～学生の修学支援のための基金への寄附のお願い～～学生の修学支援のための基金への寄附のお願い～

お問い合わせ

寄附に関すること：事務局財務・運営課

給付金に関すること：事務局教務学生課

令和2年 5月発行

　３月６日、令和元年度看護学部卒業生を
代表して、謝恩会委員３名が、卒業記念樹
のみかんを植樹しました（品種名「みえ
紀南５号」）。
　卒業式・謝恩会は中止となりましたが、
大学敷地内で成長し続ける記念樹同様、
卒業生の新天地でのご活躍を祈念します。

令和元年度卒業記念植樹「みえ紀南５号」

〒514-0116
三重県津市夢が丘一丁目１番地１
TEL 059-233-5600（代）
FAX 059-233-5666
http://www.mcn.ac.jp/

三重県立看護大学
公立大学法人

三重県立看護大学の略「三看大（みかんだい）」の「みかん」に学生
たちが持つ「優しさ」をイメージした大学キャラクターです。平成
21年の法人化を機に学内からの公募で選ばれ活躍しています。

本学マスコットキャラクター「みかんちゃん」

看護のイメージを高めてほしいという願いと、未来に向かって
成長していく若者の姿を大小２つの翼とナースの「N」をモチーフ
にして表現しました。

学章の由来

認定マークとは…法で定められた認証評価機関である大学基準
協会の大学評価を受けて認定された大学に交付されたものであり、
その大学が常に自己点検・評価に取り組んでいること、そして
社会に対して大学の質を保証していることを示すシンボルです。

「大学基準協会」の定める「大学基準」に
「適合」と認定されています。

花がついた「みえ紀南５号」植樹直後のひととき


